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シャッターユニット 三脚穴を付ける

日本針穴写真協会

印画紙（キャビネ判、4×5inch）

PP板を図面通りカットする

作製したピンホールを内側に貼る

PP板を両面テープで貼り組み立てる

シャッターユニットをカメラ本体に
両面テープで貼り付ける

ドリルでカメラ本体
底部に穴を開ける

1/4inch爪付ナットをボンド
（ で貼り付ける

爪付ナット上部をパーマセルテープ
等で塞ぎ、その上からホットボンドで
全体をしっかり固定する

(c) A.Suzuki



被写体に光があたると
様々な方向に散乱します

ピンホールを通過し
た光だけがカメラの
中に入ります

ピンホールを通過
した光は感光体上
で、小さな点とし
て残ります

小さな点が集まっ
て像ができます

焦点距離が短いピンホールカメラ（広角）

焦点距離が長いピンホールカメラ（標準・望遠）

材料
　　よく使われるピンホールの素材としては、次のものが挙げられます。

身近にある素材
　　アルミ缶（約 0.15mm）、アルミ箔（0.012 ～ 0.015mm）

　　市販されている箔素材 　銅箔　   （0.01、0.03、0.05、0.08、0. 10mm）

                       　　　　　　　　真鍮箔（0.01、0.03、0.05、0.08、0.10mm）

アルミ缶は、ある程度の厚さがあるので孔を開けてからヤスリがけをして薄く

するのが通例ですが、その厚さを測ることはまずできません。アルミ箔は、ど

の家庭にもあり安価ですが、素材のアルミ自体がやわらかく作業がしにくく、

バリを除去するためのヤスリがけができません。銅箔か真鍮箔（厚さ 0.01 ～

0.05mm）は、ある程度の硬さがあり扱い易く、ヤスリがけも可能です。ヤスリ

がけには 2000 番程度の細かい紙やすりを使用します。銅箔や真鍮箔は東急ハ

ンズ等のDIY 店で売っています。
0.01mm厚の銅箔

（0.01×100×1000mm） 銅箔にあけた直径 0.30mmのピンホール

道具
　　針（待ち針、きぬくけ針）、紙やすり（2000 番）、ルーペ（15 倍以上）

あると便利な道具
　　目盛り付スライドグラス（0.1mm方眼が印刷されている）

目盛り付スライドグラス左が 30 倍（焦点調節あり）
右が 15 倍のルーペ

フィルムで撮影 印画紙で撮影

撮影に必要なもの
　ピンホールカメラ、印画紙（2号）、ダークバッグ

テスト撮影

フレア

あると便利な道具
　露出計、三脚、ストップウォッチ

焦点距離 :25mm　画角：147° 焦点距離 :30mm　画角：140°

焦点距離 :50mm　画角：117° 焦点距離 :70mm　画角：95°

ピンホール径：0.10mm ピンホール径：0.20mm ピンホール径：0.30mm

ピンホール径：0.50mm ピンホール径：1.0mm ピンホール径：2.0mm

ピンホール厚：0.01mm ピンホール厚：0.03mm

ピンホール厚：0.05mm ピンホール厚：0.10mm


